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「こんなに切ないのに、心が温まるのはな· .~

日本中に静かなブームを巻き起こした奇

遂に映画となってスクリーンに登場

-・・・圃・・圃­。

とある山中に放置されたワゴン車から、身元不明の中年男性と犬の遺体が発見された。

男性の漉体は死後半年経過しているのに、犬の遺体は死後1 ヶ月しか経っていないととが判った。

犬はなぜ、男のそばに寄り添って死んだのか…?

市役所の福祉鶴に勘める青年(玉山鉄二)は、偶然出会った少女(川島海荷)と共に、

死んだ男と犬の足取りを追う旅に出る。男は「お父さん(商田敏行)J、犬は「ハッピー」という。

ふたりの旅は、東京からはじまり、北海道ヘ一一

時に可笑しく、時に哀しく、旅の途中で出あった人びとに、忘れられない思い出を残していた。

やがて、旅の終着点で、膏隼と少女が見たものとは・・・・、「星守る犬」という雷藁にこめられた願いとは・・・・。

原作は、村上たかしの同名コミック(双葉社刊)。夏空の下、舷しいほどに咲き跨るひまわり畑に仲む、一匹の白い犬。

そんな印象的な表紙が呼び水となって、各メディアで「とにかく泣けるJ r今年 1 番の感動作J という評価を得ました。

名もなき男と犬の旅路を通して、人生の夢と挫折、老いと孤独、不況、リストラ、熟年雌婚、無線死など、現代の字む問題に

鋭く斬り込みながらも、雄かとふれあい、温もりと勇気を得て生きていく「人聞のたくましさ」、そして、人と動物の間に

まれた家族愛を描いた物語。その映像化には、大手映画会社、テレビ局、全社からオファーが殺到した大注目作品です。

主人公、お父さんを演じるのは、日本を代表する名優・西国敏行。日本の美しい街々を愛犬・ハッピーと可笑しくも

切ない旅を続けます。そして、お父さんとハッピーの旅の軌跡を辿る孤独な膏年・奥津を若手実力派の玉山鉄二、

偶然の出会いから奥津と共に旅する少女・有肴を、人気、好感度ともに群を抜く川島海荷。さらに、日本映画に欠かせ

ない個性派キャストたちが疎わいある演技で脇を固めます。監督は、「犯人に告ぐJ rイキガミ」など、優れた人間描写

と社会性を織り込んだ作風で評価の高い灘本智行。 2011 年の初夏を彩る感動作の麗生に、どうぞご期待ください。
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